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◆ 分野長あいさつ 

学外受託解析とマウスのジェノタイピングサービス開始 

ゲノム研究分野長 須賀 晴久 

 

 皆様におかれましては、本分野をご活用いただきまして、ありがとうございます。科学研究

基盤センターは学内の方々の研究を推進させるために様々な機器の共同利用、受託解析サービ

スを提供しておりますが、現在、学外への利用拡大も目標の一つとして掲げられています。ゲノ

ム研究分野としては、これまでに学外利用のための体制を整え、2022 年度には 18 件、2023 年

度には 28 件の利用実績がありました。2024 年度は 23 件でしたが、これまでで初めて、岐阜大

学認定ベンチャー企業からの依頼がありました。学内研究支援が中心であることに変わりはあ

りませんが、今後も可能な範囲で学外への利用拡大も図ってゆく予定です。 

また、2024 年度は新たな受託解析サービスとして、マウスのジェノタイピングを始めました。

本サービス立ち上げのための検討においてご協力を賜った先生方にお礼申し上げます。サービ

ス内容と料金はゲノムのホームページにも掲載しております。研究で遺伝子組換えマウス・ラッ

トを利用されている先生方におかれましては、ぜひ本サービスをご活用いただければと考えて

おります。また、この年報中にも掲載しているように本分野には様々な共同利用装置が設置、維

持管理されています。スタッフによる各種受託解析サービスと合わせてみなさまの研究にお役

立ていただければ幸いです。 
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1  ゲノム研究分野職員名簿 

 

（１）教員 

 

１. 教授（分野長）      須賀 晴久 

２. 准教授              高島 茂雄 

３. 特任教授             下澤 伸行 

 

 

（２）非常勤職員  (注：＊…教員個人の研究費で雇用、＊＊…病院検査部の所属) 

 

１. 事務補佐員           小林 陽子 

２. 研究員             脇原 祥子 

３. 技術補佐員           西谷 令奈 

４. 技術補佐員          臼井 綾子 

５. 技術補佐員          宮地 智子 

６. 技術補佐員＊          豊吉 佳代子 

７. 技術補佐員＊＊     大場 亜希子 

８. 技術補佐員＊          勝   友美（令和 7年 1月まで） 

９. 技術補佐員＊        原田 亜由美（令和 6年 9月から） 

 

 

（３）研究員 

 

１. 特別協力研究員     本田 綾子 
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2 利用登録者及び研究テーマ    

学  部 講 座 等 利用責任者 登録番号 登

録

人

数 

研 究 テ ー マ 

教 育 学 理 科 教 育 古 屋 康 則 ED-03 7 
硬骨魚類の繁殖に関する

研究 

教 育 学 理 科 教 育 三 宅  崇 ED-06 6 
生態系における生物間の

相互作用、植物の性表現 

教 育 学 理 科 教 育 勝 田 長 貴 ED-08 3 
倒立顕微鏡を用いた湖沼

水塊中の懸濁物の観察 

地域科学 地 域 政 策 学 向 井 貴 彦 RS-02 8 水棲動物の DNA解析 

医 学 細 胞 情 報 学 木 村 正 志 MD-03 1 細胞周期の解析 

医 学 腫 瘍 病 理 学 金 山 知 弘 MD-06 14 

腫瘍の発生から予防、腫瘍

細胞の動態を病理学的に

解析する 

医 学 生 理 学 安 部  力 MD-08 1 

重力環境変化により引き

起こされる前庭機能障害

を経皮的前庭電気刺激

（nGVS）を用いて予防・改

善する 

医 学 脳 神 経 内 科 学 下 畑 享 良 MD-09 4 
神経疾患における自己抗

体の研究 

医 学 ファージバイオロジクス研究講座 満仲  翔一 MD-11 10 細菌感染症治療法の開発 

医 学 皮 膚 科 学 岩 田 浩 明 MD-14 5 
水疱症発症メカニズムの

解明 

医学部附属病院 第 １ 内 科 白 上 洋 平 MD-15 1 
アルコールによる臓器障

害に関する研究 2 

医 学 口 腔 外 科 学 山 田 陽 一 MD-17 17 

Ready-to-use セルパッケ

ージングによる骨再生モ

ダリティーの新戦略と創

成 

医 学 整 形 外 科 学 秋 山 治 彦 MD-19 16 

エネルギー代謝経路を標

的とした骨軟部腫瘍の新

規治療法の開発研究 

医 学 法 医 学 永 井  淳 MD-21 6 

シングルセルゲノム解析

による混合試料からの個

人識別 

医 学 
糖尿病・内分泌代謝内科学 

膠 原 病 ・ 免 疫 内 科 学 
堀 川 幸 男 MD-23 1 

若年発症糖尿病の遺伝素

因の同定 

医 学 総合診療科・総合内科学 森  一 郎 MD−29 4 
白色脂肪細胞のミトコン

ドリア機能の解析 

医 学 臨 床 検 査 医 学 大西絋太郎 MD-34 3 

コ リ ン 欠 乏 に 伴 う

epigenome 状態変化が炎症

性腸疾患に及ぼす影響 

医 学 分 子 病 態 学 長 岡  仁 MD-42 4 

人工組換え酵素を用いた

新たなゲノム操作法の研

究 

医 学 高 次 神 経 形 態 学 山 口  瞬 MD-43 5 
マウスの種々の臓器にお

ける遺伝子発現解析 
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医 学 生 命 機 能 分 子 設 計 学 大 澤 匡 毅 MD-45 2 

皮膚幹細胞システムをモ

デルとした幹細胞制御の

分子基盤の解明 

医 学 形 態 機 能 病 理 学 竹 内  保 MD-46 2 
クロマチン再構成異常と

癌発生・進行 

医 学 小 児 科 学 小 関 道 夫 MD-47 1 
脈管奇形のモデルマウス

作成による病態解明 

医 学 再 生 機 能 医 学 手 塚 建 一 MD-48 4 

HLA ゲノム改変幹細胞スト

ック構築と Kitシグナル関

連遺伝子改変マウスの作

製 

医 学 寄 生 虫 学 ・ 感 染 学 前 川 洋 一 MD-51 3 寄生虫感染免疫 

医 学 解 剖 学 千 田 隆 夫 MD-56 4 
APC タンパク C 末端の多角

的機能解析 

医 学 糖尿病・内分泌代謝内科学 廣 田 卓 男 MD-58 5 

インスリン分泌に関わる

遺伝子を破壊したマウス

の表現型解析 

医 学 感 染 症 寄 附 講 座 鈴 木 浩 大 MD-60 1 血管内皮障害 

医 学 病 原 体 制 御 学 永 井 宏 樹 MD-63 3 
病原細菌の認識と宿主応

答に関わる因子の解析 

医学部附属病院 泌 尿 器 科 飛 澤 悠 葵 MD-22 1 

糖鎖構造変化を標的とし

た新規バイオマーカーの

探索 

医学部附属病院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 奥 田 弘 MD-64 3 

メニエール病における末

梢血単核細胞の炎症性サ

イトカイン産生能に関す

る検討 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 横 川 隆 志 EG-02 18 

遺伝情報発現系に係る因

子の基礎的研究と発現産

物の応用 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 船 曳 一 正 EG-05 14 含フッ素有機材料の合成 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 古 山 浩 子 EG-06 2 

中枢神経系疾患治療・診断

候補薬の PETプローブの創

製 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 柴 田  綾 EG-07 19 
生体分子を模倣した新規

化合物の開発 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 滿 倉 浩 一 EG-08 21 
細菌およびカビを用いた

酵素変換に関する研究 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 上 田  浩 EG-09 13 
三量体 Gタンパク質関連シ

グナルの細胞機能解析 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 喜多村徳昭 EG-11 4 

抗ウイルス薬の迅速創出

を目指した核酸誘導体の

効率的合成 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 石 黒  亮 EG-12 1 
高圧力下オリゴマータン

パク質の会合挙動 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 纐 纈  守 EG-15 6 
生理活性化合物の調製と

分析 
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工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 岡  夏 央 EG-17 1 

核酸・糖を中心とする生体

関連分子の化学合成と評

価 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 大橋憲太郎 EG-21 6 

小胞体・ゴルジ体ホメオス

タシスの制御及びその破

綻による細胞応答の解析 

工 学 化 学 ・ 生 命 工 学 竹 森  洋 EG-22 12 
天然物及び細胞外小胞の

活性評価 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 岩 澤  淳 AG-02 4 

動物のホルモンおよびホ

ルモン関連遺伝子の定量

に関する研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 島 田 昌 也 AG-04 8 

栄養素・食品成分による代

謝性疾患の発症進展とそ

の予防 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 鈴 木 史 朗 AG-06 8 

ヘミセルロース及びフェ

ニルプロパノイド代謝機

構の解明とその利用 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 落 合 正 樹 AG-07 17 

園芸植物の形態形成およ

び環境応答に関連する遺

伝子解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 大 塚 剛 司 AG-09 5 

黒毛和種繁殖牛の体内時

計撹乱における時間栄養

学的な代謝リズム変化の

解明 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川  寅 AG-10 19 

レニン‐アンジオテンシ

ン系の生化学；アルギニン

メチル化の生体内機能の

解明 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 小 山 博 之 AG-11 11 
環境ストレス耐性関連遺

伝子の機能解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 片畑 伸一郎 AG-12 3 
樹木の花成応答遺伝子の

発現解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川 智 行 AG-13 12 

Saccharomycces 

cerevisiae の分子育種と

細胞機能制御機構の解明 

など 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 間 智 徳 AG-14 4 細菌の走化性 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 淺 野  玄 AG-16 6 
野生動物の避妊ワクチン

の開発 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 前 田 貞 俊 AG-17 4 

犬および猫の免疫介在疾

患における分子病態の解

明、犬の変性性疾患の病態

解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 宮 脇 慎 吾 AG-21 4 

犬の遺伝性疾患“再現マウ

ス”を活用したゲノム編集

治療法の開発 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 椎 名 貴 彦 AG-24 12 

冬眠時の遺伝子発現変化

の解析・冬眠あるいは消化

管運動の制御に関与する

脳脊髄神経系の形態学的

解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 土 田 浩 治 AG-25 3 
昆虫個体群の遺伝的多様

性に関する研究 
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応用生物科学 応 用 生 命 科 学 山 内 恒 生 AG-27 14 
天然由来生物活性成分の

構造解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 齋藤正一郎 AG-29 6 

脊椎動物神経系における

各種分子配列解析と発現

解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 川 香 澄 AG-30 7 
アルカリ環境微生物の生

態解明と応用 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 酒 井 洋 樹 AG-32 6 
伴侶動物の腫瘍の分子生

物学的解析 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 中 川 敬 介 AG-33 6 

コロナウイルスの生態お

よび病原性発現機構に関

する研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 本 朱 美 AG-34 2 

暑熱時の蚕サナギの飼料

給与が採卵鶏の卵生産と

体内炎症に及ぼす影響 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 西 飯 直 仁 AG-37 11 
動物の代謝異常に関する

研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 科 永 田 矩 之 AG-38 4 
犬と猫の内分泌疾患およ

び消化器疾患の病態解明 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 科 坂口 謙一郎 AG-40 1 

卵巣予備能が牛における

原始卵胞の活性化と初期

卵胞発育に及ぼす影響 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 伊 藤 直 人 AG-42 9 
人獣共通感染病原体の病

原性発現機構解明 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 岩 本 悟 志 AG-43 6 

アルギン酸ビーズに内包

された蛍光物質の空間把

握 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 高 島 康 弘 AG-44 8 宿主と寄生虫の相関関係 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 勝野那嘉子 AG-45 6 澱粉ゲルの微細構造観察 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 森  崇 AG-49 4 
犬肝細胞癌における新型

ヘパドナウイルスの検出 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 村 秀 一 AG-51 9 
哺乳類・鳥類の遺伝的多型

の研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 本 義 治 AG-52 8 
植物プロモーターの機能

解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 八代田真人 AG-54 10 

1）植物二次代謝産物の反

芻動物における栄養生理

学的効果 

2）動物園動物の代謝物質

解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 柳 瀬 笑 子 AG-55 11 
植物由来天然物の生物有

機化学的研究 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 柴 田 早 苗 AG-56 6 

犬および猫における鎮痛

薬の薬物動態に関する研

究 

応用生物科学 応 用 生 物 科 学 只 野  亮 AG-58 7 
動物集団の遺伝的多様性

の解析 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 山 根 京 子 AG-64 3 

ワサビなどの遺伝資源を

用いた集団進化遺伝学的

研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 松 原 陽 一 AG-67 10 
園芸植物の機能性２次代

謝成分解析 



A-8 

 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 海老原 章郎 AG-68 24 
細胞内調節系タンパク質

群の酵素科学的研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 楠 田 哲 士 AG-70 2 

野生動物の排泄物中ホル

モン代物物と DNA性判別に

関する研究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 清 水 将 文 AG-72 14 
植物共生微生物の農業利

用に関する研究 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 中 村 浩 平 AG-73 9 
環境中原核生物の多様性

解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 上 野 義 仁 AG-75 5 核酸有機化学 

応用生物科学 共 同 獣 医 学 猪 島 康 雄 AG-77 10 

牛白血病のマーカー探索

／ウイルスと細菌の遺伝

子解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 西 津 貴 久 AG-79 10 

酵素添加による糊化澱粉

老化抑制機構に関する研

究 

応用生物科学 生 産 環 境 科 学 日 巻 武 裕 AG-84 9 

家畜卵子・胚におけるミト

コンドリア分布や活性の

評価ならびに遺伝子発現

動態の解析 

応用生物科学 応 用 生 命 科 学 稲 垣 瑞 穂 AG-85 11 

牛乳タンパク質によるウ

イルス感染抑制機構の解

明 / 腸内細菌叢に関する

研究 

応用生物科学 生 物 圏 環 境 学 玉 木 一 郎 AG-86 1 
植物の野外集団における

集団遺伝学的研究 

連合獣医学研究科 応 用 獣 医 学 浅 井 鉄 夫 AG-65 4 薬剤耐性菌の疫学 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 本 田  諒 DM-04 4 
癌関連タンパク質の構造

解析 

連 合 創 薬 医 療 情 報 学 山 本 容 正 DM-06 5 
薬剤耐性菌蔓延慢性化と

その機序 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 遠 藤 智 史 DM-07 1 
疾患の発症及び進展の分

子機構の理解と創薬応用 

連 合 創 薬 創 薬 科 学 守 川 耕 平 DM-08 3 
植物発酵食品の TGR5 活性

と活性化合物の探索 

微生物遺伝資源保存センター  田中香お里 RC-01 1 細菌ゲノムのシーケンス 

流 域 圏 森 林 機 能 研 究 部 門 日惠野綾香 RY-01 9 
卵菌類の生態研究、簡易検

出技術の開発 

糖鎖生命コア研究所  鈴 木 健 一 HA-01 13 
1 分子観察による細胞膜上

のラフト機構の解明 

糖鎖生命コア研究所  木 塚 康 彦 HA-02 17 
糖鎖の生物学的機能と疾

患との関連性の解明 

糖鎖生命コア研究所  藤 田 盛 久 HA-04 8 
糖タンパク質の生合成と

細胞内輸送に関する研究 

糖鎖生命コア研究所 ゲ ノ ム 研 究 分 野 須 賀 晴 久 LS-02 10 
フザリウム菌のゲノム解

析 

糖鎖生命コア研究所 嫌 気 性 菌 研 究 分 野 田中香お里 LS-06 3 細菌ゲノムのシーケンス 

糖鎖生命コア研究所 機 器 分 析 分 野 鎌 足 雄 司 LS-08 7 
タンパク質の立体構造、揺

らぎ、相互作用研究 

糖鎖生命コア研究所 ゲ ノ ム 研 究 分 野 高 島 茂 雄 LS-09 9 
ゼブラフィッシュおよび

ヒトのゲノム解析 
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高等研究院  平 島 一 輝 AS-01 1 
ミトコンドリア代謝阻害

によるがん増殖・転移阻害 

高等研究院  髙 須 正 規 AS-02 8 
ミニブタにおける生殖発

生工学 

高等研究院  村 田 知 弥 AS-04 1 

生体内タンパク質ネット

ワークから解明する疾患

原理 

高等研究院  廣岡佳弥子 AS-05 1 
微生物燃料電池を用いた

廃水処理に関する研究 

高等研究院  朝比奈良太 AS-06 6 

組織常在型記憶 T細胞と三

次リンパ様構造を軸とし

た免疫・アレルギー疾患の

病態解析 

高等研究院  長 岡  利 AG-15 6 

食品成分による脂質代謝

関連遺伝子発現の総合解

析 

高等研究院 ゲ ノ ム 研 究 分 野 下 澤 伸 行 LS-03 1 
ペルオキシソーム病の診

断・病態解明・治療法開発 

高等研究院 Ｒ Ｉ 実 験 分 野 犬 塚 俊 康 LS-07 6 
新規生物活性物質の構造

解析 

高等研究院  高 島 茂 雄 LS-10 3 
受託解析サービスの開発

と実施 

岐阜薬科大学 薬 物 動 態 学 北 市 清 幸 PH-03 8 

危険ドラッグおよびその

代謝物の検出および同定

方法の開発、細胞における

薬物輸送機構の解析 

岐阜薬科大学 薬 化 学 平 山  祐 PH-05 3 

鉄イオン蛍光プローブを

使った新規鉄制御化合物

スクリーニング 

岐阜薬科大学 薬 物 治 療 学 位 田 雅 俊 PH-07 26 

神経変性疾患に関連する

細胞内凝集タンパク質の

解析 

岐阜薬科大学 衛 生 学 中 西  剛 PH-08 3 
生体分子と生体内外化学

物質の相互作用の解析 

岐阜薬科大学 臨 床 薬 剤 学 原  宏 和 PH-10 3 
細胞内銅動態の制御機構

の解明 

岐阜薬科大学 感 染 制 御 学 腰 塚 哲 朗 PH-14 10 

モルモットサイトメガロ

ウイルス病原性発現に関

与するウイルス遺伝子群

の機能解析 

岐阜薬科大学 薬 効 解 析 学 嶋 澤 雅 光 PH-16 26 

マウス網膜静脈閉塞症モ

デル及びレーザー誘発脈

絡膜血管新生モデルにお

ける化合物 Sの作用の検討 

岐阜薬科大学 薬 理 学 檜 井 栄 一 PH-18 26 
骨髄内環境の恒常性維持

機構の研究 

岐阜薬科大学 薬 品 分 析 化 学 高 須 蒼 生 PH-19 3 
LC-MS/MSによる細胞中 DNA

付加体分析 

岐阜薬科大学 医 療 薬 剤 学 大 塚 智 裕 PH-20 1 
低温プラズマの細胞機能

に対する影響の解析 
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3 ゲノム研究分野共同利用機器紹介 

 

1-<1>-(5) DNA 配列解析ソフト 

  SEQUENCHER 

  Gene Codes 社  

キャピラリーシーケ

ンサー、次世代シー

ケンサー(NGS)から

生成されたDNA 配

列を解析するソフト

ウェア。波形を見ながらのトリミングやアッセン

ブル、マルチプルアライメントや系統樹作成が可

能。次世代シーケンスデータについては FastQC に

よる配列正確性の確認やVelvet による de novo アセ

ンブリなどが可能。 

 

1-<1>-(3) DNA 多型解析ソフト 

   ジーンマッパー 

   アプライドバイオシステム社 

DNA フラグメント

のサイズコールから

アレルコールを行う

ジェノタイピングソ

フトウェア。 

 

1-<1>-(4) マルチキャピラリー DNA シーケンサー 

   3500xL Genetic Analyzer 

   サーモフィッシャーサイエンティフィック社 

電気泳動キャピラリーを

24 本装備。先進的な温

度制御機構により温度コ

ントロールの精度を改

善。RFID（無線 IC タ

グ）技術で消耗品のデータの

管理。 

70 分で 650 塩基×24 試料の分析が可能。受託解析

に使用。2 台保有。2016 年、2020 年導

入。                                 

 

1-<2>-(1) リアルタイム定量 PCR 

   ABI Step One Plus  

   アプライドバイオシステム社  

4 色／96 ウェルフォーマットで、精度の高い定量

リアルタイム PCR を実現。FAM™/SYBR® Green、

VIC® /JOE™、ROX™、TAMRA™などの蛍光色素

が検出でき、遺伝子発現解析、病原遺伝子の定

量、SNP ジェノタイピング、プラス/マイナス・ア

ッセイなどの実験が

出来る。従来の個体

どうしの比較のみな

らず、集団間の比較

を行うことが可能。 

2 台保有。 

 

 

1-<3>-(1) 核酸精製装置  

Maxwell 

  プロメガ社 

様々なサンプルからTotal RNA

の抽出精製を行います。 

高品質のRNA を再現性良く抽

出できます。 

平成 28 年 5 月導入。 

 

 

1-<3>-(2) 核酸精製装置 

QuickGene-Auto12S 

クラボウ社。 

高純度、高収量のDNA/RNA 回収

可能。高い核酸吸着性と容易な脱

着性を有する独自の多孔質メンブ

レンを使用。令和 3 年 3 月導入。  

(1) DNA関連機器 
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1-<3>-(5) バイオアナライザー 

   2100 BioAnalyzer 

   アジレントテクノロジー社 

通常、DNA 分析ではゲル電気泳動、タンパク質分

析では SDS-PAGE で得る結果を、専用チップを使

用して短時間、簡単に得るための装置(最大 12 サン

プルの定性および定量

のデジタルデータを 30

分で取得可能)。抽出し

たRNA の品質評価も可

能。 

 

 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 

  G2545A 

  アジレントテクノロジー社 

DNA マイクロアレイのハイブリダイゼーションた

めのインキュベータ。取り外し可能なロータラッ

クを備え、回転速度とハイ

ブリダイゼーション温度の

設定が可能。最大 24 個の

オリゴDNA マイクロアレ

イ用ハイブリダイゼーショ

ンチャンバを固定可能。 

 

 

 

1-<3>-(7)  DNA マイクロアレイスキャナー 

   Array Scan 

   アジレントテクノロジー社 

Cy3、Cy5 の二色法と

単色法に対応する高

機能スキャナ。解像

度が 2μm で 244K/枚

などの高密度アレイ

の分析が可能。 

 

1-<3>-(8) 全自動電気泳動システム 

Agilent 4150 TapeStation 

アジレント社 

DNA および RNA 

のサンプルの品質

管理全自動電気泳

動システム。高い精

度と正確な分析評

価を得ることが可能なので、次世代シーケンシング、

マイクロアレイ、qRT-PCR やバイオバンクでのサン

プル管理に適しており、幅広いスループットにも対

応できます。令和 6 年 3 月導入。 

 

1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

   Gene Pulser II  

   バイオラッド社 

エレクトロポレーションとは、電気パルスにより瞬

間的に細胞に穿孔しDNA 等の高分子を細胞に導入

する方法。大腸菌をは

じめとする細菌の形質

転換、動植物細胞の

DNA 導入に使用。 

 

 

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

   Neon Transfection System 

   Life Technologies – Invitrogen 社 

核酸を哺乳類細胞へ導入する装置。 初代培養細胞

や幹細胞といったトランスフェクションが難しい

細胞を含め、多くの細胞で最大 90%の導入効率を

実現。 1 回の反応で 2×104個から 6×106個の細胞に

トランスフェクション可能。1 種類の試薬であらゆ

るタイプの細胞に使

用できる。エレクト

ロポレーションの条

件を制限なく最適化

可能。  

 

http://www.google.co.jp/url?q=http://ja.invitrogen.com/site/jp/ja/home/Products-and-Services/Applications/Cell-Culture/Transfection/Transfection___Selection-Misc/Neon-Transfection-System/Neon-Transfection-System-Information.html&sa=U&ei=bEHBUcPmBsKrkAW0z4GgCQ&ved=0CCsQFjAA&usg=AFQjCNE0S66mD3uro7kf3bhlOifRsdS1zg


A-12 

 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

   Luminex 

   ミリポア社 

少量（～25 

μL）の試料をも

とにマイクロビ

ーズとフローサイトメトリーを利用して最大 100

項目までサイトカインやリン酸化タンパク質など

の定量測定ができる SNPs などDNA、microRNA

の分析などにも利用可能。 

 

 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

   CHEF-DRII 

   バイオラッド社 

数百から数メガベース以上のDNA のシャープな分

離が可能。クロモ

ゾームマッピン

グ、RFLP 分析、

ジーンマッピング

等に使用。 

 

 

1-<8>-(1) UV クロスリンカー 

GS Gene Linker 

BioRad 社 

ナイロンメンブレンにトランスファーした

DNA/RNA を固定する

装置。DNA ニッキン

グやUV 滅菌も可能。

殺菌ランプは 8 ワット

型・波長 253.7nm。 

 

 

 

 

 

(2) タンパク質・プロテオーム関連機器 

 

2-<1>-(2) 質量分析装置 

   UPLC-MS 

   日本ウォーターズ社 

耐圧性に優れ、2 液

によるグラディエ

ント分析が可能。

UV 検出器を備えて

いる。ESI 法による

質量分析が可能 

(3) 光学系分析機器 

 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナー 

   Typhoon 9400 

   アマシャムバイオサイエンス社  

放射性同位体と蛍光、ケミルミネッセンスの 3 つの

スキャンモードと、高い感度と解像度によるマイク

ロアレイ解析、フラ

グメント解析や、二

次元電気泳動解析

等に対応。 

 

3-<2>-(1),(2) マルチラベルプレートリーダー 

   Wallac 1420 ARVOsx (1) 

   Wallac 1420 ARVO SX-DELFIA (2) 

   パーキンエルマーライフサイエンス社  

1420 ARVOsx は 96 ウェルプレートをはじめ、様々

プレートを用いて蛍光、発光、蛍光偏光をハイスル

ープットで測定可能。96、384、1536 ウェル標準プ

レート、6、12、24、48 ウ

ェル培養プレートに対応。

ARVOsx-DELFIA は時間分

解蛍光測定が可能。 
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3-<2>-(3) マルチモードプレートリーダー 

Nivo Alpha S 

パーキンエルマー社 

キュベットを使用せず、少

吸光度、発光、蛍光強度、

蛍光偏光、Alpha など、

230nm から 1000nm までの

波長で測定。 

65℃までの温度調節が可能。令和 4 年 3 月導入。 

 

3-<2>-(4) マイクロプレートフォトメーター 

Multiskan FC 

サーモフィッシャーサイエンティフィック 

96ウェルおよび 384ウェル

プレートを用いて 340-

850nm の波長範囲で吸光度

を測定可能。すべてのウェ

ルをひとつの光学系で測定

します。シェイキング操作

が可能。 

 

3-<3>-(1) 冷却 CCD カメラ 

   Ez-キャプチャーAE-9150 

   ATTO 社 

冷却CCD カメラを利用して

発光を検出する。ウェスタ

ン・サザン・ノーザンブロッ

トにおけるケミルミ検出など

に利用可能。    

 

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

   AEQUORIA 

   浜松ホトニクス社 

超高感度冷却CCD

カメラにより組織レ

ベルの蛍光・発光の

検出が可能。 

 

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 

   NanoVue 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

キュベットを使用せず、少量

試料の測定が可能。CyDye 標

識、核酸濃度・純度、タンパ

ク質濃度などの測定に使用。 

      

3-<4>-(2) 分光光度計 

   Ultrospec2100 pro 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

紫外から可視領域における試

料の吸光度が測定できる装

置。5μl の微量試料に対応。核

酸やタンパク質の濃度測定な

どに利用。      

 

3-<4>-(3) 分光光度計 

  BioSpectrometer 

  エッペンドルフ社 

200～830 nm 自由選択波長可

能。 

自動比率計算によってスペクト

ルグラフに試料の純度を表示で

きる。 

 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

   IN Cell Analyzer 2200 

   GE ヘルスケアバイオサイエンス社 

マルチウェルプレートへ播種した細胞等の全自動

撮影及び統計学的解析が行える。7 色の半導体ラ

ンプによって多色での

蛍光観察と撮影が可

能。全自動で撮影され

た画像を付属のソフト

ウェアで統計処理。薬

剤の量的評価や未知薬剤のスクリーニングなどに

も使用可能。 
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3-<6>-(1) フローサイトメーター  

   セルアナライザーEC800 

   ソニー社 

蛍光抗体で標識

した細胞を高速

に解析。オート

サンプラーによ

る 48 サンプル連

続自動測定が可能。4 本のレーザー（405, 488, 561, 

642 nm）と 6 個の蛍光検出器を搭載。 

 

 

3-<6>-(2) フローサイトメーター  

セルソーターSH800 

ソニー社 

蛍光抗体で標識した

細胞を分取（ソーテ

ィング）することが

できる。2 方向同時

ソーティングおよび 96 ウェルプレートまでのマル

チウェルプレートへのソーティングが可能。4 本の

レーザー（405, 488, 561, 638 nm）と 6 個の蛍光検

出器を搭載。 

 

 

(4) 顕微鏡 

 4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 

   LSM710  

   カールツァイス社  

458, 488, 514, 543, 

633 nm のレーザー

を搭載。タイムシ

リーズ、FRAP、

FRET の他に、ス

ペクトルイメージ

ング（近接した蛍

光の分離、スペクトルカーブの測定）も可能。 

 

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 

   Axiovert  

   カールツァイス社  

最高 5 種類のフィルターが 

装着できる。 

視野径が 23 mm。  

 

4-<3>-(1) 正立型顕微鏡 

   Axioskop  

   カールツァイス社 

対物レンズは 5 倍、10 倍、20

倍、40 倍の 4 つがついてお

り、 カラーの写真撮影も可

能。プレパラートの観察が可

能。 

 

4-<4>-(1) 実体顕微鏡 

   Stemi 2000 +  

   カールツァイス社   

 1.9 から 225 倍の倍率でバイオ

や材料試料画像をとらえること

が可能。 

7:1 ズーム機能で、連続可変倍

率から個別の倍率ステップまで

変更可能。 

 

4-<4>-(2) 実体蛍光顕微鏡 

    LEICA MA10F 

  ライカ社 

×8 倍～×80 倍までの無段

階拡大観察と写真撮影が可

能。 

蛍光は緑色蛍光（GFP, 

YFP）と赤色蛍光（RFP, 

DsRed 等）を見ることが可能。 
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(5) バイオインフォマティクス関連機器 

 

5-<1>-(1) 電気泳動ゲル画像解析装置 

   Image Master Platinum 

   アマシャムバイオサイエンス社  

二次元電気泳動で分離されたタンパク質スポット

パターン、等電点、分子量、ボリューム等を解析。

ImageMaster 2D Elite、2D Database は 2 種類以上のゲ

ルの比較解析からスポットの有無、増減の数値化や

データベース化をサポート。ゲル、ブロッティング

メンブレンの画像はデスクトップスキャナー  

Image Scanner またはバ

リアブルイメージアナ

ライザーTyphoon など

の画像解析装置からは

TIFF形式の取り込みが

可能。  

主要機能  

・ スポット検知、バックグラウンド削除 

・ 100 枚までの自動スポットマッチング  

・ マーカー/マーカースポットからの分子量・等電

点決定  

・ マッチングスポットの量変化の表示  

・ インターネットデータベースの検索  

・ 2D DIGE に対応 

 

5-<2>-(1) 蛋白質立体構造情報解析装置 

   DSModeling 

   Accelrys 社  

蛋白質・核酸の立体構造を 3 次元的に可視化する

装置。ホモロジーモデリング法とモレキュラーダ

イナミックス法に

より高分子の立体

構造を予測するシ

ステム。   

  

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

   MASCOT 

   Matrix Science 社 

タンパク質の遺伝子同定を支援するシステム。デ

ータベースをもとに仮想上のペプチド断片の セ

ットを発生、MALDI-TOF によるペプチドMS フィ

ンガープリンティング

やTOF/TOF 解析で得

られる試料のデータと

照合することにより遺

伝子を同定。   

 

5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

   ProteinLynx Global SERVER （PLGS） 

   Waters 社 

Waters Xevo Qtof の精密質量データを基として、独

自のフィルタリング機能や計算機能を用いて解析

を行う、定量的および

定性的プロテオミクス

研究の MS インフォマ

ティクスプラットフォ

ーム。 

 

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/パスウェイ解析  

データベース 

   IPA 

   トミーデジタルバイオロジー社 

マイクロアレイやメタボロミクス、プロテオミク

ス、RNA-Seq などの実験より得られたデータをも

とにして生物学的な機能の解釈やパスウェイ解析

を行うことができるソフトウェア。豊富な相互作

用情報や分子情報がデータベース化されているた

め、分子生物学の辞書としても使用可能。 
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5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析ソ

フトウェア 

   GeneSpring 

   トミーデジタルバイオロジー社 

遺伝子発現アレイなどの数値解析、生物学的解析

など、さまざまな機能を搭載したデータマイニン

グソフトウェア。遺伝子発現解析機能に加え、

miRNA、Real Time PCR、CNV、SNP、Pathway 解

析等も行う事が可能。  

 

 

(6) クロマトグラフィー・電気泳動機器 

 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

   IPGphor + SE600 Ruby+Ettan Dalt6 

   アマシャムバイオサイエンス社 

等電点電気泳動と SDS ポリアクリルアミドゲル電

気泳動により、数千個のタンパク質を 2 次元で展

開。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7) 遠心分離機 

 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 

   Optima L-70K 

   ベックマンコールター社 

最高 70 krpm。10 ml × 6 本の

超遠心分離が可能。 

 

 

 

 

 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機  

   FDU-810 

EYELA 社 

少量から比較的多量な

たんぱく質、酵素等の

希釈水溶液の濃縮及び

乾燥、生体試料の濃縮

及び乾燥 。 

 

 

 

(8) 培養機・細胞破砕機 

 

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 

   Biorupter 

   コスモバイオ社  

 密閉式で複数試料の同時超音波処理が可能。 

10 ml 用スピッツなら最

大 24 本、1.5 ml マイクロ

チューブなら 24 本、50 

ml チューブなら 12 本。

マルチタイマーにより破

砕時間のセットが可能。      
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8-<4>-(2) 密閉型超音波破砕機 

ビーズ式ホモジナイザー 

   マルチビーズショッカーMB455GU(S) 

   安井器械株式会社  

試料をガラスビーズやメタルコーンと共に撹拌する

ことで破砕。試料間のクロ

スコンタミネーションや

Rnase の混入を防止。酵

母、バクテリア、カビ、固

い動物組織、植物組織を数

十秒〜数分で破砕。 

 

  

 

 

8-<5>-(1) 密閉型超音波破砕機 

ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 

Kinematica 社 

 

ドライブシャフトの先端にあ

る回転刃を高速で回転させる

ことで生じる水流と、キャビ

テーションによる超音波で試

料を破砕。動物や植物の組織

からのRNA 抽出等に使用。 
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別紙 ゲノム研究分野利用料金表                      令和 7.3.1 現在 

事     項 料金 備考 

1. 登録料 

(1) 登録料 
3,000 円/ 

グループ・年 

※年度毎の更新 

（4/1 ～3/31） 

2. 受託料金表 ※ n-<n>-(n)は管理番号 

DNA 受託解析 

1-<1>-(4) DNA シーケンサー（反応前） 375～750 円/サ

ンプル 

※サンプル数により単価

変動 

1-<1>-(4) DNA シーケンサー（反応済み） 175～250 円/サ
ンプル(別紙参
照） 

※サンプル数により単価
変動 

1-<1>-(4) DNA シーケンサー 

（フラグメント解析） 

175～250 円/サ
ンプル(別紙参
照） 

※サンプル数により単価
変動 

1-<3>-(2) Quick Gene (核酸抽出精製受託) 
個別相談 

 

  シーケンスオプションサービス 

 （PCR 増幅・PCR 産物精製など） 
個別相談 

  

1-<2>-

(1),(2) 

リアルタイム PCR オプションサービス 

(プライマー設計・増幅確認など) 
個別相談 

 

タンパク質・プロテオーム関連機器 

1-<3>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 装置起動・終了

操作 4,000 円/1

回 

ルーチン測定

2,000 円/1 瓶 

条件検討 9,000

円/1 対象物 

構造解析 6,000

円/1 対象物 

 

RNA 受託解析 

1-<3>-(1) Promega Maxwell（RNA 抽出精製受託） 細胞 900 円/ 

1 サンプル 

組織 1300 円/ 

1 サンプル 

※ 濃度純度測定含む 

※ BioAnalyzer による品
質チェックは別料金 

1-<3>-(5) バイオアナライザ Agilent 2100 

（RNA 受託分析） 

5,000 円/分析 

(1~12 サンプル) 

※試薬・チップ代含む 

マイクロアレイ受託解析 
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1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 30,000 円/1 サン

プル 

miRNA  

40,000 円/1 サン
プル 

スライドは実費 

アレイスライド代金の目

安          

・8 アレイ―約 21 万円 

・4 アレイ―約 11 万円 

16SrRNA 配列解析 

  16SrRNA 配列解析（細菌の同定） 10,000 円/ 

1 サンプル 

※ 相同性検索含む 

マウスジェノタイピング 

 初回テストタイピング 2,000 円/分析(5

サンプルまで) 

オプション 

制限酵素切断あるいはシ

ーケンスはサンプル数に

関わらず 1,000 円追加 

シーケンスについては更

にサンプル数に応じて

DNA 受託解析のDNA シ

ーケンス(反応前サンプル)

に従った料金が追加 

 マウスジェノタイピング 5,000 円/分析(5

サンプルまで) 

以降 1 サンプ

ルにつき 200

円追加 

オプション 

制限酵素切断あるいはシ

ーケンスはサンプル数に

関わらず 1,000 円追加 

シーケンスについては更

にサンプル数に応じて

DNA 受託解析のDNA シ

ーケンス(反応前サンプル)

に従った料金が追加 

3. 共同利用機器料金表 ※n-<n>-(n)は管理番号 

DNA 関連機器 

1-<1>-(4) DNA シーケンサー3500 受託料金表参照 ※ 相託のみ 

1-<1>-(3) DNA 多型解析ソフト ジーンマッパー ---   

1-<1>-(5) DNA 配列解析ソフト SEQUENCHER ---  

1-<2>- 
(1),(2) 

リアルタイム定量 PCR 

 ABI Step one plus 

500 円/使用 ※ 1 使用=3 時間迄 

（3 時間以上使用 = 

2 使用～） 

1-<3>-(5) バイオアナライザ 

 Agilent 2100 500 円/使用 

※ 受託分析は 

受託料金表参照 

1-<3>-(6) ハイブリダイゼーションオーブン 

  Agilent G2545A  

1,000 円/使用   

1-<3>-(7) マイクロアレイスキャナ 

  Agilent ArrayScan 

1,000 円/ 

スキャン 
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1-<5>-(1) エレクトロポレーター 

Gene Pulser II  

貸出の場合 

 100 円/週 

  

1-<5>-(2) 遺伝子導入装置 

Neon Transfection system 

貸出の場合 

 100 円/日 

※利用は要相談     
※10 l キット 2,000 円/ 

1 使用 

1-<6>-(1) マルチビーズバイオアッセイ装置 

Luminex 

500 円/使用 ※利用は要相談 

1-<7>-(1) パルスフィールドゲル電気泳動装置 

CHEF-DRII 

500 円/泳動 ※利用は要相談 

1-<8>-(1) UV クロスリンカー GS Gene Linker   ※利用は要相談 

タンパク質・プロテオーム関連機器 

2-<1>-(2) 質量分析装置 UPLC-MS 2,000 円/使用   

光学系分析機器 

3-<1>-(1) マルチ蛍光スキャナ Typhoon 9400 500 円/使用   

3-<2>-(1) マルチラベルプレートリーダー 

  Wallac1420 ARVO SX 
300 円/時間   

3-<2>-(2) マルチラベルプレートリーダー  

  Wallac1420 ARVO SX-DELFIA 
300 円/時間   

3-<2>-(2) マルチモードプレートリーダー  

  Nivo Alpha S 

300 円/時間  

3-<2>-(4) マイクロプレートフォトメーター 

  Multiskan FC 

---  

3-<3>-(1) 冷却CCD カメラ Ez-キャプチャー 

AE-9150 
250 円/時間   

3-<3>-(2) 蛍光発光イメージングシステム 

 AEQUORIA 
500 円/使用   

3-<4>-(1) 微量サンプル分光光度計 NanoVue ---   

3-<4>-(2) 分光光度計 Ultrospec2100 pro --- ※利用は要相談 

3-<5>-(1) イメージングサイトメーター 

  IN Cell Analyzer（撮影） 
500 円/使用 ※解析ソフトのみの 

利用は無料 

3-<6>-(2) フローサイトメーター セルソーター 

SH800 

500 円/使用 ※チップ 3,000 円/1 枚 

3-<6>-(3) フローサイトメトリー解析ソフト 

Kaluza2.1.2 

---  

顕微鏡 

4-<1>-(2) 共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 710 1,000 円/使用   

4-<2>-(1) 倒立型蛍光顕微鏡 Axiovert 250 円/使用 ※蛍光使用時のみ 

4-<2>-(2) 実体蛍光顕微鏡 LEICA MZ 10F 250 円/使用   

4-<3>-(1) 正立顕微鏡 Axioskop ---   

4-<4>-(1) 実体顕微鏡 Stemi 2000 ---   

バイオインフォマティクス関連機器 

5-<3>-(1) プロテオミクス支援システム 

 MASCOT 
---   
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5-<3>-(2) プロテオミクス支援システム 

  ProteinLynx Global SERVER 
---   

5-<4>-(1) 分子間ネットワーク/ 

パスウェイ解析データベース IPA 
--- ※利用は要相談 

5-<5>-(1) マイクロアレイ用データ解析 

ソフトウェア 

  GeneSpring 

--- 

 

クロマトグラフィー・電気泳動関連機器 

6-<2>-(1) 等電点電気泳動システム 

  IPGphor+SE600 Ruby+Ettan Dalt6 
1,000 円/使用   

遠心分離機 

7-<1>-(1) 超遠心分離機 Optima L-70K --- ※利用は要相談 

7-<3>-(1) 凍結乾燥機 FDU-810 500 円/24 時間 

 

培養機・細胞破砕機 

8-<4>-(1) 密閉型超音波破砕機 Biorupter ---   

8-<4>-(2) ビーズ式ホモジナイザー 

  マルチビーズショッカー 

MB455GU(S) 

100 円/使用   

8-<5>-(1) ポリトロンホモゲナイザー PT-2100 ---   

3.実験室・実験台 

(1) 実験台（1 スペース分:中央実験台半分） 10,000 円/月   

(2) 植物用グロースキャビネット 

コイトトロン（401） 
5,000 円/月   

(3) 植物栽培室 10,000 円/月   

(4) P1 温室 50,000 円/月   

(5) 研修セミナー室 --- ※学外のみ課金 

400 円/時間 

4. 時間外利用料金 

(1) 時間外利用料金 
--- ※土日祝日他 

当分野が定める休館日 
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4  利用の手引き 

 

(1) 利用者資格・登録 

① 利用者資格 

 岐阜大学科学研究基盤センターゲノム研究分野（以下「ゲノム研究分野」という。）を利用できる者

は、岐阜大学、名古屋大学及び岐阜薬科大学の職員、大学院生、学生及びゲノム研究分野長（以下「分野

長」という。）が適当と認めた者とする。 

② 利用者・利用責任者・経費負担責任者 

 利用に際しては、利用責任者(利用についての責任を持つ者で、教員に限る)より、経費負担責任者(利用

に係る経費について責任を持つ者で、教員に限る)と利用者を明記した利用登録申請書を分野長に提出して

承認を得なければならない。登録期間は利用開始日から利用開始日の属する年度末までを限度とする。ま

た、共同利用機器の利用者については、承認を得た者のうち該当機器の講習会やトレーニングコースに参

加した者、操作に習熟した者及び操作に習熟した者の下で利用するものとする。 

③ 利用登録申請方法 

 利用登録申請の方法については、ゲノム研究分野のホームページ内 「利用登録申請」の項を参照して利

用責任者が申請する。 

④ 登録内容の変更・利用中止 

 登録申請書の記載事項に変更が生じた際、又はゲノム研究分野の利用を中止した際、利用責任者は速や

かに、その旨を分野長に届け出ると共に、変更の場合は承認を得なければならない。 

⑤ 利用承認の取消し 

 利用者が法令及び岐阜大学規則を遵守しない場合やゲノム研究分野の運営に支障を生じさせる場合、分

野長は利用承認を取消すこと、又は一定期間その者の利用を停止させることができる。 

 

(2) 利用料 

 利用に係る料金は、別項の料金表に従って経費負担責任者が負うものとし、運営費交付金、寄付金、受

託研究費、科学研究費補助金の振替により行う。 

 

(3) 実績の提出について 

 利用責任者は、次年度に利用を継続する場合は前年分（1～12 月）を、次年度に利用を継続しない場合

は当該年度の実績（論文・著書）を、利用登録申請書に従ってゲノム研究分野に提出しなければならな

い。 

 

(4) 休業日・利用時間・時間外利用 

① 休業日 

 土曜、日曜、国民の祝日に関する法律で規定された休日、12 月 29 日から翌年 1 月 3 日までをゲノム分

野の休業日とする。ただし、分野長が必要と認める場合、臨時に休業日を変更し、又は定めることがきる

こととする。 

② 平日利用時間 

http://www1.gifu-u.ac.jp/~lsrc/dgr/touroku/
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 平日（休業日以外の日）の利用時間は、9 時から 17 時までとする。ただし、分野長が必要と認める場合

は利用時間を変更できることとする。 

③ 時間外利用 

 平日の利用時間外（17 時 ～翌朝 9 時）にゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として該当日の

16 時までにゲノム研究分野と利用責任者の両方へ時間外利用願いを提出するものとする。また、休業日に

ゲノム分野で作業を行う場合、利用者は原則として利用前平日の 16 時までにゲノム研究分野と利用責任

者の両方へ時間外利用願いを提出するものとする。 

 

(5) 共同利用機器・受託解析の利用 

① 利用料 

 別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

利用者は、ゲノム研究分野のホームページにて該当機器の予約手続きを行うものとする。 

予約は 2 ヶ月先の月末までを限度とし、１回分の予約は原則として 24 時間以内とする。 

同一グループの連日予約は原則 2 日までとし、更に連日の使用を希望する場合はゲノム研究分野に相談

することとする。 

③ 機器不調・損傷 

機器に不調・損傷が見られた場合、利用者は直ちに管理室に連絡することとし、そのまま使用してはな

らない。 

利用者の不注意によって機器を不調にしたり、損傷したりした場合の修理費は経費負担責任者が負うも

のとする。 

④ 機器の利用記録 

使用記録簿が設置されている機器を利用した場合は、利用者はその都度必要事項を記入しなければなら

ない。 

 

(6) 実験室等の利用 

① 利用料 

別項の料金表に従うものとする。 

② 利用手続き 

植物用グロースキャビネット、実験台、実習室、研修セミナー室、植物栽培室、P1 温室を利用しようと

する場合、利用責任者はそれぞれの利用申込書(別紙様式第 2 号～第 6 号)により手続きを行うものとす

る。 

③ 利用終了、中止の際の原状復帰 

 利用を終了または中止したとき、利用責任者は、速やかに実験室等を原状に復帰すると共に、管理室に

その旨を報告してゲノム研究分野による利用終了確認を受けなければならない。 

④ ゲノム研究分野内の飲食 

 ゲノム研究分野内での飲食は、所定の場所で行うこととする。 

⑤ ゴミの処理 

http://lsrcgenome.sakura.ne.jp/index2.html
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 実験等で出たゴミは、できる限り各自で持ち帰ることとする。 

 

(7) 共同利用機器・管理機器の貸出し 

ゲノム研究分野所有の小型機器の貸出しを希望する場合、利用責任者は当分野に相談の上、機器貸出し

申込書（別紙様式第 9 号）により手続きを行うものとする。 

 

(8) 機器の持込み 

① 機器の搬入 

利用者がゲノム研究分野に持ち込む機器は必要最小限の小型機器とし、大型機器を搬入してはならな

い。 

小型機器をゲノム研究分野に搬入する場合、利用責任者は当分野に相談の上、小型機器搬入申込書（別

紙様式第 7 号）により手続きを行うものとする。 

② 搬入した小型機器の所属表示、維持・管理 

搬入した小型機器には利用責任者の氏名、連絡先を明記することとし、その維持・管理は、利用責任者

が行うものとする。 

③ 搬入した小型機器の搬出 

承認期間が満了したとき、利用責任者は搬入した小型機器を速やかに搬出しなければならない。 

 

(9) ゲノム研究棟出入りの方法 

ゲノム研究棟及びゲノム研究棟RI 実験室への出入りは、利用登録申請書を提出し認証登録を完了した

職員証カード、学生証カード、または Felica 式施設利用証を使用するものとする。 

 

(10) 緊急事態発生の際の措置 

緊急事態が発生した場合、利用者は各部屋に表示してある緊急避難経路、ガスの元栓の場所、電源の場

所を参照して適切に対処すること。 

 

(11) 利用上の問題点の処理 

利用者がゲノム研究分野の利用で問題を感じた場合、ゲノム研究分野の教員を通じて分野長に申し出る

こととする。分野長は、必要に応じてセンター長に報告すると共に運営委員会で審議の上、改善を図るも

のとする。 
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5  令和 6 年度活動状況報告 
（１） 講習会・セミナー等 

◆ 令和 6年 5月 15日（水）13:30〜14:30 

  科学研究基盤センターゲノム研究分野バイオトレンドセミナー 

                   [LC/MS/MSによるプロテオーム分析入門]   参加者 41名 

 

 

◆ 令和 6年 7月 2日（火）〜 3日（水）9:30～16:00 

科学研究基盤センターゲノム研究分野トレーニングコース 

                          [リアルタイム定量 PCR実践講座]   参加者 26名 

 

 

◆ 令和 6年 8月 7日（水）9:30～16:30 

         [中学生のための生命科学体験プログラム「君にもできる DNA鑑定」]   参加者 19名 

 

 

◆ 令和 6年 8月 20日（火）9:30～16:30、21日（水）9:30～16:30 

            [「早わかり!高校生のための遺伝子 2日間集中トレーニング」]   参加者 22名 

 

 

◆ 令和 6年 10月 1日（火）〜 2日（水）13:30～15:00 

科学研究基盤センターゲノム研究分野トレーニングコース 

                                 [論文書き方講座]   参加者 12名 
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(2) ゲノム研究分野利用状況 

 

 

 

 

 

反応前

21792件

反応済

5215件

フラグメント

2830件

2024年度 DNAシーケンス利用件数

応用生物科学部

47(371名)

医学部・病院

26(121名)

工学部

12(119名)教育学部

3(16名)

地域科学部

1(8名)

糖鎖

7(38名)

岐阜薬科大

10(109名)
その他

16(85名)

2024年度利用登録グループ数
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応用生物科学部

6832件

医学部・病院

5414件

工学部

640件

教育学部

0件

地域科学部

0件

糖鎖

3882件

岐阜薬科大

195件

その他

4829件

2024年度シーケンス学別受託件数（反応前）

応用生物科学部

4585件

医学部・病院

87件

工学部

292件

教育学部

215件

地域科学部

1216件

糖鎖

0件

岐阜薬科大

0件
その他

1650件

2024年度シーケンス学別受託件数

(反応済、フラグメント)
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（３） 共同スペース利用状況 

 

室名（室番号） 利用責任者（登録番号） 

植物栽培室（403） 

植物用グロースキャビネット(401) 

実習室(203) 

実習室(203) 

小山 博之（AG-11） 

須賀 晴久（LS-02） 

高島 茂雄（LS-09） 

高島 茂雄（LS-10） 

 

 

（４） 教育支援 

実習室利用 （4/23、5/14、5/21 応用生物科学部） 

装置見学 （4/19、4/26 応用生物科学部） 

DNAシーケンスにおける指導及び施設利用 （12/19、23、24 岐阜県立郡上北高等学校） 

 

 

（５） 業績論文等 

ED-03 

[1] Ito G.; Koyama N.; Noguchi R.; Tabata R.; Kawase S.; Kitamura J.-I.; Koya Y.(2024)"Phylogeography and genetic 

population structure of the endangered bitterling Acheilognathus tabira tabira Jordan & Thompson, 1914 

(Cyprinidae) in western Honshu, Japan, inferred from mitochondrial DNA sequences" Nature Conservation 56 19-

36 

[2] Koya Y.; Morishita R.; Ito G.(2024)"Process of gametogenesis in golden venus chub, Hemigrammocypris neglecta 

(Cyprinidae), with special regard to the comparison in initiation pattern of gametogenesis with other cyprinids" 

Ichthyological Research 71 410-421 

ED-06 

[3] Nakayama H.; Takada R.; Miyake T.; Miyake K.; Nirei T.; Sakio H.(2024)"Floral deception in dioecious Actinidia 

polygama (Actinidiaceae) revealed by differential nitrogen investment in male organs" Plant Species Biology 39 

249-259 

ED-08 

[4] Niwa A., Taniguchi T., Tomita H., Okada H., Kinoshita T., Mizutani C., Matsuo M., Imaizumi Y., Kuroda T., 

Ichihashi K., Sugiyama T., Kanayama T., Yamaguchi Y., Sugie S., Matsuhashi N., Hara A.(2023)"Conditional 

ablation of heparan sulfate expression in stromal fibroblasts promotes tumor growth in vivo" PLoS ONE 18 

e0281820 

[5] Mori T., Kato H., Kawaguchi M., Kanayama T., Furui T., Noda Y., Hyodo F., Matsuo M.(2023)"MRI 

characteristics for predicting histological subtypes in patients with uterine cervical adenocarcinoma" European 

Journal of Radiology 158 110612 
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[6] Yoshida H.; Yamamoto K.; Asahara Y.; Maruyama I.; Karukaya K.; Saito A.; Matsui H.; Mochizuki A.; Jo M.; 

Katsuta N.; Umemura A.; Metcalfe R.(2024)"Post-earthquake rapid resealing of bedrock flow-paths by 

concretion-forming resin" Communications Engineering 3 67 

RS-02 

[7] 森内海渡・向井貴彦・金光隼平・住田崇成・谷口倫太郎・中田和義 ．2024．岡山県におけるカワイワ

シの分布状況．伊豆沼・内沼研究報告，18: 115-125. https://doi.org/10.20745/izu.18.0_115 

[8] 鳥居亮一・向井貴彦．2024．矢作古川で採集された国内外来種としてのスナヤツメ南方種．碧南海浜

水族館年報，36: 20-21. 

MD-06 

[9] Okuno M.; Kanayama T.; Iwata K.; Tanaka T.; Tomita H.; Iwasa Y.; Shirakami Y.; Watanabe N.; Mukai T.; Tomita 

E.; Shimizu M.(2024)"Possibility of Cell Block Specimens from Overnight-Stored Bile for Next-Generation 

Sequencing of Cholangiocarcinoma" Cells 13 925 

[10] Matsuo M.; Kanbe A.; Noguchi K.; Niwa A.; Imaizumi Y.; Kuroda T.; Ichihashi K.; Okubo T.; Mori K.; 

Kanayama T.; Tomita H.; Hara A.(2024)"Time-course analysis of liver and serum galectin-3 in acute liver injury 

after alpha-galactosylceramide injection" PLoS ONE 19 e0298284 

[11] Kawaguchi M.; Kato H.; Kanayama T.; Tomita H.; Hara A.; Shibata H.; Ogawa T.; Hatakeyama D.; Yamada Y.; 

Ando T.; Noda Y.; Hyodo F.; Matsuo M.(2024)"Prognostic value of radiological T category using conventional 

MRI in patients with oral tongue cancer: comparison with pathological T category" Neuroradiology 66 907-917 

[12] Imai R.; Sakai M.; Kato T.; Ozeki S.; Kubota S.; Liu Y.; Takahashi Y.; Takao K.; Mizuno M.; Hirota T.; Horikawa 

Y.; Murakami T.; Kanayama T.; Kuroda T.; Miyazaki T.; Yabe D.(2024)"Hypovascular insulinoma with reduced 

microvessel density on histopathology: a case report" Diabetology International 15 855-860 

[13] Tanaka H, Hayashi H, Tomita H, Tokumaru Y, Fukada M, Tajima JY, Yokoi R, Tsuchiya H, Kuno M, Sato Y, 

Yasufuku I, Asai R, Mori R, Tanaka Y, Okumura N, Futamura M, Matsuhashi N.(2024) "Association of 

Preoperative and Postoperative Plasma Syndecan-1 and Colorectal Cancer Outcome" Anticancer Res. 44 1611-

1618. 

[14] Fukuda Y, Okada H, Tomita H, Suzuki K, Mori K, Takada C, Kawasaki Y, Fukuda H, Minamiyama T, Nishio 

A, Shimada T, Kuroda A, Uchida A, Suzuki K, Kamidani R, Kitagawa Y, Fukuta T, Miyake T, Yoshida T, Suzuki 

A, Tetsuka N, Yoshida S, Ogura S.(2024) "Nafamostat mesylate decreases skin flap necrosis in a mouse model 

of type2 diabetes by protecting the endothelial glycocalyx" Biochem Biophys Res Commun. 710 149843. 

[15] Kuno M, Tomita H, Endo M, Mori K, Hara A, Horaguchi T, Yokoi R, Matsumoto K, Hayashi H, Fukada M, 

Takao C, Sato Y, Asai R, Yasufuku I, Tajima JY, Kiyama S, Tanaka Y, Matsuhashi N.(2024) "Evaluating 

glycocalyx morphology and composition in frozen and formalin-fixed liver tumor sections" Pathol Res Pract 263 

155660. 

https://doi.org/10.20745/izu.18.0_115
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[16] Maeda T, Shirakami Y, Taguchi D, Miwa T, Kubota M, Sakai H, Ibuka T, Mori K, Tomita H, Shimizu M.(2024) 

"Glyburide Suppresses Inflammation-Related Colorectal Tumorigenesis Through Inhibition of NLRP3 

Inflammasome" Int J Mol Sci 25 11640. 

[17] Matuo M, Kanbe A, Noguchi K, Niwa A, Imaizumi Y, Kuroda T, Ichihashi K, Okubo T, Mori K, Kanayama T, 

Tomita H, Hara A.(2024) "Time-course analysis of liver and serum galectin-3 in acute liver injury after alpha-

galactosylceramide injection" PLoS One 19 e0298284. 

[18] Taniguchi T, Mogi K, Tomita H, Okada H, Mori K, Imaizumi Y, Ichihashi K, Okubo T, Niwa A, Kanayama T, 

Yamakita Y, Suzuki A, Sugie S, Yoshihara M, Hara A.(2024) "Sugar-binding profiles of the mesothelial 

glycocalyx in frozen tissues of mice revealed by lectin staining" Pathol Res Pract 262 155538. 

[19] Kuroda T, Suzuki A, Okada H, Shimizu M, Watanabe D, Suzuki K, Mori K, Ohmura K, Niwa A, Imaizumi Y, 

Matsuo M, Ichihashi K, Okubo T, Taniguchi T, Kanayama T, Kobayashi R, Sugie S, Hara A, Tomita H.(2024) 

"Endothelial Glycocalyx in the Peripheral Capillaries is Injured Under Oxaliplatin-Induced Neuropathy" J PainS 

1526-5900(24)00013-0. 

[20] Ohmura K, Kinoshita T, Tomita H, Okada H, Shimizu M, Mori K, Taniguchi T, Suzuki A, Iwama T, Hara 

A.(2024) "Prevention of vincristine-induced peripheral neuropathy by protecting the endothelial glycocalyx 

shedding" Biochem Biophys Res Commun. 691 149286. 

[21] Miura T, Okuda T, Suzuki K, Okada H, Tomita H, Takada C, Mori K, Asano H, Kano S, Wakayama Y, Fukuda 

Y, Fukuda H, Nishio A, Kawasaki Y, Kuroda A, Suzuki K, Kamidani R, Okamoto H, Fukuta T, Kitagawa Y, 

Miyake T, Nakane K, Suzuki A, Yoshida T, Tetsuka N, Yoshida S, Koie T, Ogura S.(2024) "Recombinant 

antithrombin attenuates acute kidney injury associated with rhabdomyolysis: an in vivo animal study" Intensive 

Care Med Exp. 12 7 

MD-08 

[22] Bazek M.; Sawa M.; Horii K.; Nakamura N.; Iwami S.; Wu C.-H.; Inoue T.; Nin F.; Abe C.(2024)"Gravitational 

change-induced alteration of the vestibular function and gene expression in the vestibular ganglion of mice" The 

journal of physiological sciences : JPS 74 44- 

[23] Okamura Y.; Gochi K.; Ishikawa T.; Hayashi T.; Fuseya S.; Suzuki R.; Kanai M.; Inoue Y.; Murakami Y.; Sadaki 

S.; Jeon H.; Hayama M.; Ishii H.; Tsunakawa Y.; Ochi H.; Sato S.; Hamada M.; Abe C.; Morita H.; Okada R.; 

Shiba D.; Muratani M.; Shinohara M.; Akiyama T.; Kudo T.; Takahashi S.(2024)"Impact of microgravity and 

lunar gravity on murine skeletal and immune systems during space travel" Scientific Reports 14 28774 

[24] Horii K.; Ogawa B.; Nagase N.; Morimoto I.; Abe C.; Ogawa T.; Choi S.; Nin F.(2024)"The cochlear hook region 

detects harmonics beyond the canonical hearing range" PNAS Nexus 3 pgae280 

MD-09 

[25] Yamahara N.; Takekoshi A.; Kimura A.; Shimohata T.(2024)"Autoimmune Encephalitis and Paraneoplastic 

Neurological Syndromes with Progressive Supranuclear Palsy-like Manifestations" Brain Sciences 14 1012 
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[26] Yonesu M.; Hosokawa A.; Yutani K.; Kimura A.; Shimohata T.; Nakano M.(2024)"A case of autoimmune glial 

fibrillary acidic protein astrocytopathy with various symptoms such as optic disc edema and cerebellar ataxia; [視

神経乳頭浮腫, 小脳性運動失調を認め多彩な自覚症状を伴った自己免疫性 glial fibrillary acidic protein 

astrocytopathy(GFAP-A)の 1 例]" Clinical Neurology 64 408-412 

[27] Mori Y.; Yoshikura N.; Fukami Y.; Takekoshi A.; Kimura A.; Katsuno M.; Shimohata T.(2024)"Anti-contactin-

associated protein 1 antibody-positive nodopathy presenting with central nervous system symptoms" Journal of 

Neuroimmunology 394 578420 

[28] Oka H.; Nakamura T.; Sugawara T.; Ishizawa K.; Amari M.; Kawarabayashi T.; Okamoto K.; Takatama M.; 

Nakata S.; Yoshimoto Y.; Yamazaki A.; Yokoo H.; Kimura A.; Shimohata T.; Ikeda Y.; Shoji M.(2024)"A case 

of chronic progressive autoimmune GFAP astrocytopathy with extensive meningoencephalomyelitis and contrast 

enhancement on MRI" eNeurologicalSci 35 100507 

[29] Ono Y.; Tadokoro K.; Yunoki T.; Yamashita T.; Sato D.; Sato H.; Akamatsu S.; Mizukami H.; Ohta Y.; Yamano 

Y.; Kimura A.; Takayoshi S.(2024)"Anti-IgLON5 disease as a differential diagnosis of multiple system atrophy" 

Parkinsonism and Related Disorders 124 106992 

[30] Yogeshwar S.M.; Muñiz-Castrillo S.; Sabater L.; Peris-Sempere V.; Mallajosyula V.; Luo G.; Yan H.; Yu E.; 

Zhang J.; Lin L.; Fagundes Bueno F.; Ji X.; Picard G.; Rogemond V.; Pinto A.L.; Heidbreder A.; Höftberger R.; 

Graus F.; Dalmau J.; Santamaria J.; Iranzo A.; Schreiner B.; Giannoccaro M.P.; Liguori R.; Shimohata T.; Kimura 

A.; Ono Y.; Binks S.; Mariotto S.; Dinoto A.; Bonello M.; Hartmann C.J.; Tambasco N.; Nigro P.; Prüss H.; 

Mckeon A.; Davis M.M.; Irani S.R.; Honnorat J.; Gaig C.; Finke C.; Mignot E.(2024)"HLA-DQB1∗05 subtypes 

and not DRB1∗10:01 mediates risk in anti-IgLON5 disease" Brain 147 2579-2592 

[31] Higashida K.; Ono Y.; Kato M.; Takekoshi A.; Yoshikura N.; Kimura A.; Shimohata T.(2024)"Two patients of 

immunotherapy-responsive autoimmune cerebellar ataxia fulfilled with criteria of multiple system atrophy; [多

系統萎縮症の診断基準を満たし，免疫治療が奏効した自己免疫性小脳失調症の 2 症例]" Clinical 

Neurology 64 589-593 

[32] Tajiri M.; Takasone K.; Kodaira M.; Kimura A.; Shimohata T.; Sekijima Y.(2024)"Autoimmune Glial Fibrillary 

Acidic Protein Astrocytopathy Following SARS-CoV-2 Infection" Internal Medicine 63 337-339 

[33] Tominaga K.; Matsuda Y.; Fujita K.; Tsutsumiuchi M.; Kimura A.; Shimohata T.; Sakiyama Y.(2024)"Atypical 

lesion of the body of fornix in autoimmune glial fibrillary acidic protein astrocytopathy" Neurology and Clinical 

Neuroscience 12 264-265 

[34] Tajiri M.; Takasone K.; Kodaira M.; Kimura A.; Shimohata T.; Sekijima Y.(2024)"Response to: Before SARS-

CoV-2-related Encephalitis Can Be Attributed to Anti-GFAP Antibodies, Alternative Etiologies Must Be Ruled 

out" Internal Medicine 63 1041 

[35] Morishima Y.; Hata T.; Nakajima S.; Shindo K.; Tsuchiya M.; Watanabe T.; Tahara I.; Kondo T.; Kimura A.; 

Shimohata T.; Ueno Y.(2024)"Case report: Atypical case of autoimmune glial fibrillary acidic protein 
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astrocytopathy following COVID-19 vaccination refractory to immunosuppressive treatments" Frontiers in 

Immunology 15 1361685 

[36] Sato D.; Sato H.; Kondo T.; Igari R.; Iseki C.; Kawahara H.; Amano S.; Ono Y.; Kimura A.; Shimohata T.; Ohta 

Y.(2024)"Anti-IgLON5 Disease Showing an Improvement in Dysautonomia, Including Vocal Cord Palsy, via 

Combined Immunotherapy" Internal Medicine 63 2187-2191 

MD-11 

[37] Pramono A.K.; Hidayanti A.K.; Tagami Y.; Ando H.(2024)"Bacterial community and genome analysis of 

cytoplasmic incompatibility-inducing Wolbachia in American serpentine leafminer, Liriomyza trifolii" Frontiers 

in Microbiology 15 1304401 

MD-14 

[38] Matsuo M.; Niwa H.; Onishi H.; Iwata H.(2024)"A case of generalized pustular psoriasis with discrepant 

resolution time between pustules and erythema after treatment with spesolimab" Journal of Dermatology 51 e127-

e128 

[39] Ichiki N.; Fujii K.; Koga H.; Ishii N.; Iwata H.(2024)"Pemphigus vegetans with autoantibodies against 

desmocollin and BP180" European Journal of Dermatology 34 207-209 

[40] Ichiki N.; Okamura N.; Niwa H.; Shu E.; Kobayashi K.; Iwata H.(2024)"Successful treatment of DRESS with 

narrowband UVB phototherapy" JDDG - Journal of the German Society of Dermatology 22 1672-1674 

[41] Matsuo M.; Tawada C.; Tanaka K.; Ichiki N.; Niwa H.; Mizutani Y.; Shu E.; Iwata H.(2024)"Oxidative stress and 

dermatomyositis: Report of d-ROM measurements in 13 cases" International Journal of Rheumatic Diseases 27 

e14931 

[42] Imafuku K.; Yanagi T.; Yoshimoto N.; Miyazawa H.; Iwata H.; Ujiie H.(2024)"Multiple courses of steroid pulse 

therapy are required in treating acquired idiopathic generalized anhidrosis patients with a large anhidrotic area: A 

retrospective study of 28 cases" Australasian Journal of Dermatology 65 55-58 

[43] Matsuo M.; Zang X.; Miyauchi T.; Mizutani Y.; Niwa H.; Tanaka K.; Iwata H.(2024)"A case of revertant mosaic-

like normal-looking spots in a patient with erythroderma with IL36RN and CARD14 heterozygous mutations" 

Journal of Dermatology 51 1669-1673 

[44] Ueda K.; Kato N.; Niwa H.; Kobayashi K.; Iwata H.(2024)"A case of solitary encapsulated angiolymphoid 

hyperplasia with eosinophilia in the hypodermis of possible lymph node origin" Journal of Dermatology   

[45] Konya I.; Yano R.; Ito Y.M.; Iwata H.; Yoshida M.; Watanabe C.; Morita A.(2024)"A nomogram to predict skin 

barrier dysfunction induced by mechanical irritation during skincare in hospitalized Japanese older adults" 

Geriatric Nursing   

[46] Tozaki N.; Tawada C.; Tanaka K.; Im D.; Ueda K.; Kato N.; Tsuji H.; Yoshie Y.; Matsuo M.; Ichiki N.; Niwa H.; 

Mizutani Y.; Shu E.; Iwata H.(2024)"Diacron-Reactive Oxygen Metabolites Levels Are Initially Elevated in 

Patients with Bullous Pemphigoid" JID Innovations 4 100282 
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[48] Li M.-L.; Hong Y.-K.; Lin Y.-C.; Natsuga K.; Ujiie H.; Izumi K.; Iwata H.; Hsu C.-K.(2024)"Transcriptomic 
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Clinical and Experimental Dermatology 49 73-74 
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characteristics and outcomes of dipeptidyl peptidase-4 inhibitor-associated bullous pemphigoid patients: A 
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ED-06 三宅崇 基盤研究(C) 花の 3D 構造・花香・報酬の時空間的な連動と送粉者の誘導 

ED-08 勝田長貴 基盤研究(A) 
淡水湖年縞堆積物を用いた完新世の気候変動と陸域環境応答の高分
解能解析析 
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国際共同研究加速基
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モンゴル高原永久凍土域の水質モニターによる堆積物を用いた高精
度古環境変動復元 

RS-02 向井貴彦 基盤研究(C) 
絶滅危惧種ウシモツゴの健全な個体群増加のための遺伝的多様性と
適応的形質の解析 

MD-06 富田弘之 基盤研究(B) 
血管内皮グリコカリックス構成成分の違いによる臓器保護メカニズ
ムの解明 

MD-06 富田弘之 
JST 創発的研究支援
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共創プログラム 
GAP ファンドプログ
ラム「ステップ」 

薬剤耐性細菌感染症に対するファージセラピーの事業化検証 

MD-11 榮山 新 若手研究 
多剤耐性結核症治療を目指した抗菌薬アジュバントを搭載したマイ
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MD-46 竹内保 基盤研究(C) がん細胞のARID1A発現低下がもたらす間質の検討 
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MD-48 手塚建一 共同研究 HLAハプロタイプホモ歯髄細胞を用いたカプセル化培養法の研究 

MD-60 鈴木浩大 基盤研究(C) 
血管内皮障害部位への細胞特異的ホーミングペプチドを用いた新規
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EG-05 船曳一正 基盤研究(B) 従来未利用の赤外光を光電変換する無色有機太陽電池の高性能化 
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悪性脳腫瘍に特異的に発現する酵素類を標的とした機能性PETプロ
ーブの開発 

EG-09 上田浩 基盤研究(C) 
Rho 活性化因子に対するタンパク質相互作用原理を用いた新規機能
調節分子の創成 

EG-11 喜多村徳昭 基盤研究(C) 
核酸医薬開発の推進を目指した核酸オリゴマーの革新的合成法の開
発 

EG-11 喜多村徳昭 

AMED「難治性疾患
実用化研究事業」
（共同研究、分担
者） 

SCA8 関連筋萎縮性側索硬化症の動物モデルに対する治療薬の検証 

EG-11 喜多村徳昭 
池谷科学技術振興財
団研究助成金 

核酸医薬開発の推進に資する核酸オリゴマーの革新的合成法の開発 

EG-11 喜多村徳昭 
岐阜市産学官連携事
業補助金（共同研
究、分担者） 

イヌ・メラノーマ治療薬の開発 

EG-12 石黒亮 基盤研究(C) 
高圧力ゲル電気泳動法によるタンパク質オリゴマーの熱力学的・速
度論的安定性の評価 

EG-17 岡夏央 基盤研究(C) 
キラル酸－塩基複合型触媒を用いたリン原子修飾核酸の立体選択的
合成法の開発 

EG-22 竹森洋 基盤研究(C) 免疫応答を制御可能な微生物細胞外小胞由来の薬物送達担体開発 

EG-22 竹森洋 JST 可能性検証 
整腸作用を発揮する高温耐性の麹由来細胞外小胞（ＥＶ）の生産条
件の探索 
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AG-04 島田昌也 基盤研究(B) 
消化管を標的とした低用量果糖摂取による肥満予防作用とエピゲノ
ム変化の解析 

AG-04 島田昌也 
一般財団法人 旗影会 
研究助成 

低用量スクロースの脂肪肝予防作用とその制御因子に関する研究 

AG-04 島田昌也 
公益財団法人 東洋食
品研究所 研究助成 

果糖と難消化性デンプンの組合せによる消化管応答制御と糖・脂質
代謝改善への展開 

AG-06 鈴木史朗 基盤研究(C) フェルロイルアラビノキシラン生合成工学の分子基盤構築 

AG-07 落合正樹 基盤研究(C) 
バラにおける希少形質"開花に伴う花色変化"の市場価値の向上に向
けた機構解明 

AG-09 大塚剛司 基盤研究(C) 
ヴィーガンモデル動物を用いた脳腸相関に基づく精神疾患発症機序
の解明 

AG-10 中川寅 基盤研究(C) （プロ）レニン受容体の多段階プロセシングが生み出す機能多様性 

AG-10 橋本美涼 若手研究 
ミエリン形成を制御するアルギニンメチル化酵素PRMT1 の標的分
子の同定と機能解析 

AG-10 橋本美涼 
2024 年度 TARA 
プロジェクト 

タンパク質アルギニンメチル化酵素PRMT1の新規基質のメチル化
部位探索 

AG-10 中川千春 基盤研究(C) 
皮膚の細胞間コミュニケーションにおける（プロ）レニン受容体の
役割 

AG-10 中川寅 
令和６年度 岐阜大学
創薬シーズ共同研究 

多価化ナノ抗体を活用した中分子創薬シーズ開発基盤の構築 

AG-10 橋本美涼 
2023 年度内藤記念女
性研究者研究助成金 

タンパク質アルギニンメチル化による中枢神経ミエリンの発生・再
生制御機構の解明 

AG-10 橋本美涼 
令和６年度連農若手
研究グループ形成支
援事業 

 

AG-11 小山博之 基盤研究(B) STOP1 制御を受ける多面発現する環境耐性の分子改良戦略 

AG-12 片畑伸一郎 基盤研究(C) 
水ストレスはジベレリンによるヒノキの花成応答にどのような影響
を及ぼすのか？ 

AG-13 中川智行 基盤研究(C) 
乳酸菌のゲノム多様性から探る「なれずし」の発酵制御機構と発酵
標準モデル系の構築 

AG-15 長岡利 基盤研究(A) 
食品由来脂質代謝改善ペプチドの新規生体受容機構の解明と革新的
応用に関する基盤研究 

AG-16 淺野玄 基盤研究(C) 
侵略的外来哺乳類の個体数抑制のための卵透明帯由来避妊ワクチン
抗原の開発 

AG-16 淺野玄 

令和 5 年度「福島国
際研究教育機構にお
ける農林水産研究の
推進」委託事業 

イノシシ捕獲を先端技術で高効率化する被害対策システムおよび超
指向性超音波による野生動物の検知・サル撃退技術の構築・実証 

AG-17 前田貞俊 基盤研究(B) 皮膚リンパ腫に対する細胞隔離・高濃度抗がん剤局所療法の開発 

AG-17 前田貞俊 挑戦的研究（萌芽） 犬と猫に備わるアレルギーを起こさない仕組みの解明 

AG-21 宮脇慎吾 基盤研究(B) 
ゲノム編集マウスによる犬の遺伝性疾患と原因遺伝子・多型の因果
関係の実験的証明 
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AG-21 宮脇慎吾 基盤研究(B) 犬の遺伝性疾患"再現マウス"を活用したゲノム編集治療法の開発 

AG-21 宮脇慎吾 創発的研究支援事業 ゲノム編集マウスで実現する超種間生物学の創成 

AG-24 椎名貴彦 基盤研究(C) 延髄-迷走神経による食道横紋筋運動の制御機構の解明 

AG-24 椎名貴彦 基盤研究(A) 
脳と大腸を機能連関させる神経回路のリモデリングとその排便異常
への関与 

AG-25 土田浩治 基盤研究(C) 
社会性昆虫の協力と侵略の分子的基盤の解明：フタモンアシナガバ
チをモデル生物として 

AG-29 齋藤正一郎 基盤研究(C) 
下垂体および膵島からのプロサポシン分泌に関する基礎的研究、齋
藤正一郎（研究代表者） 

AG-30 中川香澄 若手研究 
インジゴ還元菌の細胞外電子伝達機構の解明によるアルカリ型微生
物燃料電池の構築 

AG-32 酒井洋樹 基盤研究(C) サイトケラチン 14は犬および猫の乳がんの浸潤性に寄与する 

AG-33 中川敬介 基盤研究(C) 野生動物を対象とした新型コロナウイルスのReverse Zoonosis調査 

AG-34 山本朱美 
ファインシンター 
学術コンサル 

 

AG-37 西飯直仁 基盤研究(C) 
mTORC1 抑制の病態に着目したイヌのグルココルチコイド筋萎縮
の新規治療法の確立 

AG-38 永田矩之 基盤研究(C) 
犬のクッシング病の臨床的多様性を生み出す遺伝子多型とステロイ
ドプロファイルの解析 

AG-40 坂口謙一郎 若手研究 
卵巣予備能が牛における原始卵胞の活性化と初期卵胞発育に及ぼす
影響 

AG-40 坂口謙一郎 
公益社団法人伊藤記
念財団 研究助成 

成熟分裂制御による新たな牛卵子輸送法の開発 (II) 

AG-42 伊藤直人 基盤研究(B) 神経科学的アプローチによる狂犬病の病態の「本質」の解明 

AG-44 高島康弘 基盤研究(A) 致死性病原体の潜伏を可能にする野生動物の分子免疫機構 

AG-45 勝野那嘉子 基盤研究(C) 澱粉階層構造の精密制御による戦略的な米加工品の物性改善 

AG-51 松村秀一 基盤研究(C) 味覚受容体の進化が魚類の環境適応に果たした役割の解明 

AG-54 八代田真人 基盤研究(C) 放牧家畜の生理生態からみた草地植生の多様性保全 

AG-55 柳瀬笑子 基盤研究(C) カテキン酸化重合反応における新たなオリゴマー化仮説とその検証 

AG-65 浅井鉄夫 基盤研究(A) 
野生動物のコミュニティに出現した薬剤耐性菌の蔓延機序の解明と
危険度分析 

AG-67 松原陽一 
株式会社Eプラン 
共同研究 

アルカリイオン水の機能解析 

AG-67 松原陽一 
中部電力（株） 
受託研究 

菌根菌活用による農業振興等を通じた地域貢献策の検討 

AG-67 松原陽一 
飛騨産業株式会社 
共同研究 

杉枝葉蒸留 2次代謝成分の園芸作物における機能解析 
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AG-67 松原陽一 
ライフイン株式会社 
共同研究 

腐植酸の園芸作物における機能解析 

AG-70 楠田哲士 基盤研究(B) 
絶滅危惧種ツシマヤマネコの生息域外保全のための繁殖技術の確立
と野生復帰環境の解明 

AG-72 清水将文 基盤研究(B) γ-グルタミル-S-アリルシステインによる拮抗細菌集積の機構解明 

AG-72 清水将文 
グリーンイノベーシ
ョン基金事業 

高機能バイオ炭等の供給・利用技術の確立 
イネもみ殻等高機能バイオ炭の開発 

AG-72 清水将文 SATREPS ゴムノキ葉枯れ病防除のための複合的技術開発 

AG-73 中村浩平 基盤研究(C) 
嫌気微生物生態系のエネルギーネットワーク：石油メタン発酵系の
直接異種間電子伝達 

AG-77 猪島康雄 基盤研究(B) エクソソーム内分子の挙動と牛伝染性リンパ腫発症との関連解明 

AG-77 猪島康雄 挑戦的研究（開拓） 
One Healthを基盤とした海の人獣共通感染ウイルス学の創出～次な
る脅威に備える～ 

AG-79 西津貴久 基盤研究(B) 
咀嚼における感覚刺激の経時的変化が食品の官能的な評価に及ぼす
影響 

AG-84 日巻武裕 
公益財団法人伊藤記
念財団 研究助成 

ウシ卵管上皮細胞破砕ろ液を添加する新規ウシ体外受精卵生産法で
得られた胚盤胞期胚の品質解析 

AG-85 稲垣瑞穂 基盤研究(C) 腸内細菌叢の撹乱プロセスの理解と是正評価系の開発 

HA-01 鈴木健一 基盤研究(B) 
高精度 1分子観察による糖脂質の機能性クラスター形成機構の解明
と階層構造の検証 

HA-01 鈴木健一 挑戦的研究（萌芽） 
細胞形質膜の曲面構造形成による分子局在制御：１分子・超解像顕
微鏡観察による解明 

HA-01 鈴木健一 
科学技術振興機構
(JST)CREST 

細胞膜の自在造形による生体物資の万能送達 

HA-02 木塚康彦 基盤研究(B) 
N型糖鎖分岐酵素のユニークなドメインが制御するタンパク質特異
的な糖鎖発現機構 

HA-04 藤田盛久 
国際共同研究加速基
金（帰国発展研究） 

リソソーム・エキソサイトーシスによる短鎖糖タンパク質の生成、
露出機構の解明 

DM-06 山本容正 基盤研究(A) 途上国社会に蔓延する薬剤耐性菌の耐性安定化機序解明 

DM-06 山本容正 
国際共同研究加速基
金（国際共同研究強
化(B)） 

ガーナにおける薬剤耐性菌エンデミック実態の解明 

DM-07 遠藤智史 基盤研究(C) アミロイド線維の戦略的蓄積による画期的がん治療戦略の確立 

DM-07 遠藤智史 
越山科学技術振興財
団 研究助成 

難治性悪性黒色腫の治療効果の向上を目指した新規戦略の確立 

DM-07 遠藤智史 
BOMU 健康財団研究
助成 研究助成 

オートファジー創薬の達成に向けた基盤構築 

DM-07 遠藤智史 
喫煙科学研究財団 
一般研究 

ホルモン依存性がんの治療効果に喫煙習慣が与える影響の解析 

DM-07 遠藤智史 
G-7奨学財団研究助
成 

オートファジー特異的阻害剤を用いた膵癌治療戦略の開発 
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(７) ゲノム研究分野教員の教育研究活動等 

① 教育活動 

大学院連合農学研究科（須賀） 

主・副指導教員 

 

大学院自然科学技術研究科（須賀） 

分子植物病学特論 1 単位 

主・副指導教員 

 

応用生物科学部（須賀） 

応用植物科学実験法 1 単位 13 人で分担 

応用植物科学実験実習 I 2 単位 13 人で分担 

植物病理学 2 単位 2 人で分担(8 回講義分) 

微生物学 2 単位 2 人で分担(14 回講義分) 

RY-01 日恵野綾香 若手研究 
国内において樹木病原性卵菌類による深刻な病害が発生しない要因
の解明 

LS-02 須賀晴久 基盤研究(C) 花器感染菌類における宿主内菌糸ネットワーク化と病原性 

LS-02 須賀晴久 

農林水産省委託プロ
ジェクト安全な農畜
水産物安定供給のた
めの包括的レギュラ
トリーサイエンス研
究推進委託事業 

３０年前と現在のかび毒産生フザリウム属の菌種分布比較 

LS-03 奥山虎之 

令和６年度 厚生労働
科学研究費補助金
（難治性疾患克服研
究事業） 

ライソゾーム病、ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを
含む）における早期診断・早期治療を可能とする診療提供体制の確
立に関する研究 

LS-03 但馬剛 
令和６年度 こども家
庭科学研究費補助金 

新規疾患の新生児マススクリーニングに求められる実施体制の構築
に関する研究 

LS-06 
RC-01 

田中香お里 基盤研究(C) 抗菌薬適正使用を目指した偏性嫌気性菌の耐性拡散機構の解明 

LS-07 犬塚俊康 基盤研究(C) 多様な分子サイズをもつ渦鞭毛藻由来超炭素鎖化合物の同定 

LS-09 
LS-10 

高島茂雄 基盤研究(C) ペルオキシソーム生合成におけるCD22/Siglec-2の役割の解明 

AS-01 平島一輝 若手研究 新規がん特異的代謝阻害剤ペタシンの生体内分解耐性の向上 

AS-02 髙須正規 基盤研究(B) 
過剰排卵処置に続く経腹壁エコーガイドで採取したブタ卵子に由来
する受精卵の特徴 

AS-04 村田知弥 基盤研究(C) 
若齢期心臓スプライシング恒常性を担うRBP の迅速な in vivoスク
リーニング 

AS-06 朝比奈良太 若手研究 
誘導型皮膚関連リンパ組織（iSALT）のアトピー性皮膚炎における
役割の解明 



A-68 

 

卒業研究 6 単位 

 

医学部テュトーリアル「成育」コース小児病態学（高島） 

発生遺伝学 2 時間 

 

医学部テュトーリアル選択配属（高島） 

4 名、10 週間 

 

大学院連合創薬医療情報研究科（高島） 

副指導教員 

 

工学部（高島） 

化学英語Ⅰ ２単位 

 

② 研究活動  

＜学術論文＞ 

（和文著書） 

なし 

（英文原著） 

Otsubo K.; Li M.; Afandi A.; Suga H.; Kageyama K.; Hieno A.(2024) "Multiplex PCR specific for genus Phytophthora 

and P. nicotianae with an internal plant DNA control for effective quarantine of Phytophthora species in Japan" Journal of 

General Plant Pathology 90 201-216 

 

Yu M.; Yuliana R.; Tumewu S.A.; Bao W.; Suga H.; Shimizu M.(2024) "Efficacy of L-arabinose in managing cucumber 

Fusarium wilt and the underlying mechanism of action" Pest Management Science 81 1239-1250 

 

Kikuchi H.; Hieno A.; Suga H.; Masuya H.; Uematsu S.; Kageyama K.(2024) "New species Pythium amaminum sp. nov. 

isolated from river water on Amami Island in Japan" Mycoscience 65 133-137 

 

Zhi Yin Ter, Lee Sin Chang, Nurul Aqilah Mohd Zaini, Shazrul Fazry, Abdul Salam Babji, Mamoru Koketsu, Shigeo 

Takashima, Nurkhalida Kamal, Seng Joe Lim (2024) Untargeted metabolomics profiling for revealing water-soluble 

bioactive components and biological activities in edible bird's nest. Food research international (Ottawa, Ont.) 198 115289-

115289. 

 

Anamika Ghose, V Nuzelu, Debaditya Gupta, Hiroki Kimoto, Shigeo Takashima, Eka Wahyuni Harlin, Sonu Ss, Hiroshi 

Ueda, Mamoru Koketsu, Latha Rangan, Sudip Mitra (2024). Micropollutants (ciprofloxacin and norfloxacin) remediation 

from wastewater through laccase derived from spent mushroom waste: Fate, toxicity, and degradation. Journal of 

environmental management 366 121857-121857. 
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Aimi Fuyuki, Md Shahriar Hasan Sohel, Takeshi Homma, Kai Kitamura, Shigeo Takashima, Sawa Onouchi, Shouichiro 

Saito (2024). Selective prosaposin expression in Langerhans islets of the mouse pancreas. Tissue & cell 88 102367-

102367. 

Rei Funahashi, Fumiaki Matsuura, Masayuki Ninomiya, Sayo Okabe, Shigeo Takashima, Kaori Tanaka, Atsuyoshi 

Nishina, Mamoru Koketsu (2024). Hybrid pharmacophore design and synthesis of donepezil-inspired aurone derivative 

salts as multifunctional acetylcholinesterase inhibitors. Bioorganic chemistry 145 107229-107229. 

 

＜学会発表＞ 

(国内)  

イネばか苗病菌における 3 種のCYP51 酵素遺伝子の単独破壊とステロール脱メチル化阻害剤の感受性変化 

塚本明希, 坂原優里, Li Fang Jing, 日恵野綾香, 清水将文, 須賀晴久 令和 6 年度日本植物病理学会関西部会 

2024 年 9 月 

 

ムギ類赤かび病菌におけるガラクトフラノース転移酵素遺伝子（gfsA）の破壊 長光秀樹,金森公太郎, 日恵野

綾香, 清水将文, 須賀晴久 令和 6 年度日本植物病理学会関西部会 2024 年 9 月 

 

培地によるムギ類赤かび病菌分離のための麦試料の適切な保管条件 須賀晴久, 勝友美,川上拓, 久城真代, 日

恵野綾香, 清水将文 日本マイコトキシン学会 50 周年記念第 91 回学術講演会 2024 年 8 月 

 

ムギ類赤かび病菌における自己菌糸融合の病原性への関与 金森公太郎, 清水将文, 日恵野綾香, 竹本大吾, 

須賀晴久 令和 6 年度日本植物病理学会大会 2024 年 3 月 

 

L-アラビノースの土壌潅注処理のキュウリつる割病抑制効果 Yu Min, Rohyanti Yuliana, Stephany Angelia, 須賀

晴久, 清水将文 令和 6 年度日本植物病理学会大会 2024 年 3 月 

 

(８) 補助金関連採択状況 

須賀晴久 

農林水産省委託プロジェクト研究 (持続可能な農林水産業推進とフードテック等の振興に対応した未来

の食品安全プロジェクトのうち、気候変動を考慮したかび毒汚染実態解明並びに汚染低減に関する研

究) (課題責任者)「30 年前と現在のかび毒産生フザリウム属との菌種分布比較」(2,055 千円) 

科学研究費補助金基盤研究(C)(研究代表者)「花器感染菌類における宿主内菌糸ネットワーク化と病原

性」 (1,000 千円) 

 

高島茂雄 

科学研究費補助金基盤研究 (B) (研究分担者) 「加齢による小胞体プロテオスタシス変容の解析と老年病治

療への応用」 

科学研究費補助金基盤研究 (C) (研究分担者) 「ぺルオキシソーム病モデルフィッシュを用いた神経変性疾
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患の重症度予測と治療法の開発」 

科学研究費補助金基盤研究 (C) (研究分担者) 「ワサビ辛味発生酵素の独自性と進化的意義」 

科学研究費補助金基盤研究 (C) (研究代表者) 「ペルオキシソーム生合成におけるCD22/Siglec-2 の役割の

解明」 

 

 

(９) 新聞報道 

１． 「オオサンショウウオ調査」 郡上北高校 岐阜大  

中日新聞 2024年 7月 31日朝刊 

 

 

2． 「DNA鑑定体験」 岐阜大 高校生、ゲノム研究学ぶ 

中日新聞 2024年 8月 8日朝刊 

 

 

3． 「遺伝子診断実験に挑戦」 岐阜大 高校生、ゲノム研究学ぶ 

岐阜新聞 2024年 8月 26日朝刊 

 

 


